
辻真先さんを知らない、というアナタへ

アニメ界のレジェンド（伝説）
もしもアナタが、鉄腕アトム、サザエさん、リボンの騎士、エイトマン、宇宙少年ソラン、
オバケのQ太郎、ジャングル大帝、魔法使いサリー、アタック№1、ゲゲゲの鬼太郎、巨人の星、
ど根性ガエル、サイボーグ009、キューティーハニー、タイガーマスク、Dr.スランプアラレちゃん
などなど、日本のアニメ番組を見たことがないというのなら、辻さんを知らない、は本当かもしれ
ません。けれどチラッとでも目にしたことがあるなら、アナタはすでに辻さんと出会っています。
原作があっても、それがそのままアニメ番組になるわけではありません。決められた放送時間

内に収めるには、原作の世界観や持ち味を残しつつ、ストーリー展開やカット割り、台詞やとき
には登場人物の取捨選択までも行う脚本家の存在が欠かせません。
名古屋大学を卒業後、NHKに入社した辻さんは、草創期のテレビ界で、演出家として八面六臂

の活躍をするいっぽう、桂真佐喜の筆名でこっそり鉄腕アトムの脚本なども手がけていました。
NHK退社後の1969年には、テレビ版サザエさんの第1回目を
担当し、今なお、テレビアニメの名探偵コナンやコンクリート･
レボルティオの脚本を執筆しています。
半世紀以上にわたって、2,000本を超える脚本を生み出して

きた辻さんは、正真正銘、アニメ界のレジェンドなのです。

作品に込められた反戦メッセージ
たとえばサイボーグ009シリーズのなかで、戦争アニメの

傑作として名高い第16話「太平洋の亡霊」は、石ノ森章太郎
さんの原作にはない、辻さんオリジナル脚本です。
ミステリ作家でもある辻さんは、戦時下を舞台に、当時の

事件を作品に描き込むことで、戦争の悲惨さ、理不尽さを、
読者に伝えています。
1943年、飛行搭乗員の不足により、海軍当局が文部省を通

じて各地の中学校に予科練志願の割り当てを指示したなかで
起きた「愛知一中（現県立旭丘高等学校）予科練総決起事件」。
国民や敵国に知られないよう軍部が情報を統制し、隠蔽しよう
と箝口令を敷いた1945年の三河地震。
辻作品を通じてそれら事実を初めて知った人もいるはずです。

辻さんと名古屋大学人の会
辻さんには、会結成当初より呼びかけ人として、会の活動

に賛同、協力いただいています。結成後初の集会の折りには、
以下のメッセージをお寄せくださっています。

辻真先と申します。名古屋大学文学部を1954年に卒業、テレビの制作演出を経て、アニメ
の脚本とミステリ･ＳＦなどを書いている者です。
戦時には中学がまるごと兵器工場とされ、1945年3月3度にわたる名古屋空襲で焼夷弾相手
に戦いました。いまだにサイレンの音はトラウマになっています。
だがあの戦いを被害者の目から見るだけでは誤ります。戦前いわゆる新体制のバスが走り
出すと、大人はわれがちに飛び乗って戦時体制へ向けて突進しました。
江戸川乱歩の『怪人二十面相』も谷崎潤一郎の『細雪』も中断させられています。
すべてはお国のためでした。
ささやかでもものを書いて暮らしているぼくには、ひとごとではありません。大人たちの
良識が戦時下にどう曲げられたか。それを不自然と思わないのが日本人の常識でした。
戦争を肯定する姿勢のグロテスクな滑稽さは、しかしいったん走り出したらブレーキがか
からないと肝に銘じています。
あの時代は日本中が加害者だったのです。その空気を子供ながら肌で感じた者として、拙
文をつづりました。二度とそんな日を迎えないために。ご静聴ありがとうございました。
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